





































序 章  大都市東京の全体構造把握をめざす「大都市コミュニティ研究」 
     １ 本書の主題と視角  
     ２ 本書の構成 
 
第一章  戦後東京に関する社会学的研究の系譜と問題 
             －大都市コミュニティ研究の分析枠組みの構築 
   はじめに 問題の所在 
   一 戦後東京に関する社会学的研究の系譜（Ⅰ）－大都市構造論 
     １ 奥井復太郎の「大都市構造論」(1950 年以前) 
     ２ 磯村英一の「盛り場論」（1950 年代） 
     ３ 鈴木栄太郎の「結節機関論」と矢崎武夫の「統合機関論」（1960 年代） 
     ４ 北川隆吉の「東京一極集中と国土構造再編論」と町村敬志・園部雅久の「世     
       界都市論」(1980 年代以降) 
   二 戦後東京に関する社会学的研究の系譜（Ⅱ）－地域構造論 
     １ 矢崎武夫の「東京の生態的形態研究」(1950 年代) 
     ２ 倉沢進の「東京の社会地図研究」（1975～90 年） 
   三 戦後東京に関する社会学的研究の系譜（Ⅲ）－コミュニティ論 
     １ Ｒ．Ｐ．ドアーの「下町・山の手コミュニティ研究」(1950 年代) 
     ２ 中村八朗の「郊外コミュニティ研究」（1960 年代） 
     ３ 奥田道大の「インナーエリア・コミュニティ研究」(1980 年代) 
   まとめ 大都市コミュニティ研究の分析枠組み 
        －戦後東京に関する社会学的研究の検討をとおして 
     １ 戦後東京に関する社会学的研究の系譜にみる方法論的問題 
     ２ 本研究の分析枠組みの提示 
 
第二章  大都市東京における都市圏の拡大と地域構造の変容 
             －大都市コミュニティの物的・構造的基盤の分析 
   はじめに 分析軸と時期区分 
   一 明治期東京の地域構造とその変容  
     １ 封建都市「江戸」から近代都市「東京」へ 
     ２ 明治期東京（15 区）の地域構造 
   二 大正期から昭和初期東京の地域構造とその変容 
     １ 大都市近郊農村の都市化と「メトロポリス東京」の成立 
     ２ 昭和初期東京（35 区）の地域構造 
   三 高度成長期東京の地域構造とその変容 
     １ 戦後郊外化と「東京大都市圏（メガロポリス）」の形成 
     ２ 高度成長期東京（23 区）の地域構造 
   まとめ 1980 年代中期以降の東京のグローバル・シティ化と地域社会変動 
 
第三章  大都市東京における社会構成の変化と地帯構成 
             －大都市コミュニティの社会経済的基盤の分析 
   はじめに 分析概念と分析時期 
   一 社会経済指標からみた大都市東京の現在―グローバル化の実相 
   二 大都市東京における社会構成の変化―東京 23 区別分析 
     １ 経済・産業の動向と 23 区別分析 
     ２ 人口・世帯の動向と 23 区別分析 
     ３ 労働力構成・就業構造の動向と 23 区別分析 
   まとめ 2000 年代大都市東京における地帯構成―六つのパターンの措定 
     １ 分析結果のまとめ 
     ２ 2000 年代大都市東京における地帯構成―六つの地帯構成パターン 
 
第四章  大都市東京における地帯構成別コミュニティの実態分析 
             －六つの事例研究 
   はじめに 地帯と類型 
   一 都心の地域変容とコミュニティの存在形態 
―千代田区の事例研究 
     １ はじめにー「人口の都心回帰」をどう読むか 
     ２ バブル経済と地価高騰  
     ３ 事例としての「千代田区」 
     ４ バブル経済とその崩壊のコミュニティ・インパクト 
     ５ 都市再生事業と「都心コミュニティ」の展望 
   二 副都心・インナー城西の地域変容とコミュニティの存在形態 
          －新宿区大久保地区、豊島区池袋地区、中野区南台地区の事例研究 
     １ はじめにー山の手住宅地から都心近接住宅地へ 
     ２ 木賃アパートとアジア系外国人の生活拠点化 
     ３ 外国人居住者のその後   
     ４ 都心近接住宅地コミュニティの現実 
     ５ 都心近接住宅地コミュニティの構造と展望 
   三 インナー城南の地域変容とコミュニティの存在形態 
             －品川区と大田区糀谷地区の事例研究 
     １ はじめにー変容する城南工業地帯 
     ２ ハイテク都市「品川区」の変貌 
     ３ マザー・マシーン都市「大田区」工業の展開 
     ４ 工業地域の生活実態―大田区糀谷地区 
     ５ 産業コミュニティの展望 
   四 インナー城東の地域変容とコミュニティの存在形態 
             －墨田区京島地区の事例研究 
     １ はじめにー産業構造の転換とインナーシティ問題 
     ２ 城東工業地域と墨田区京島地区 
     ３ 下町地域の住民の生活構造 
     ４ 興望館セツルメントー京島に根づいて 80 年 
     ５ 向島博覧会の動きと「下町コミュニティ」の新たな可能性 
   五 アウター西の地域変容とコミュニティの存在形態 
             －世田谷区の事例研究 
     １ はじめにー戦前郊外化と世田谷区 
     ２ 世田谷区町会組織の構造 
     ３ 世田谷区町会組織の実態―世田谷区砧・玉川地域の町会調査から 
     ４ 自主的な住民・市民活動、運動の多様な展開 
     ５ 「新しい公共」と「山の手住宅地コミュニティ」の今後 
   六 アウター北・東の地域変容とコミュニティの存在形態 
             －足立区大谷田地区の事例研究 
     １ はじめにー「戦後市街化」と一般住宅地 
     ２ 社会構成からみた足立区大谷田地区 
     ３ 地域社会の人々の生活と意識―大谷田一丁目地区調査から 
     ４ セツルメント診療所の地域医療活動 
     ５ 雑居型一般住宅地コミュニティの今後 
   まとめ 大都市東京におけるコミュニティの諸類型と今後の展開方向 
     １ 大都市東京におけるコミュニティの諸類型 
     ２ 大都市東京の社会変動とコミュニティの展開方向 
 
第五章  大都市コミュニティの形成における住民・市民活動、運動と都市政策の意味 
             －コミュニティ政策の検討を通して 
   はじめに 問題の所在 
   一 戦後日本の都市化とコミュニティ政策の登場 
―政策理念の検討 
   二 東京におけるコミュニティ行政の展開 
       －住民・市民活動、運動と関連させて 
     １ 住民・市民運動の隆盛とコミュニティ行政の始まりー1970 年代 
     ２ ボランタリー・アソシエーションの多様な活動とコミュニティ行政の定着     
       化―1980 年代 
     ３ ＮＰＯ・市民活動の台頭とコミュニティ行政の後退―1990 年代 
     ４ 「新しい公共論」の登場とコミュニティ政策の展開―2000 年代 
   まとめ 大都市東京におけるコミュニティの形成と都市政策課題 
 
終 章  21 世紀大都市東京の社会変動と大都市コミュニティ研究の展望 
   一 本論の主要概念、用語の整序 
             －概念の検討 
     １ 人々の共同生活概念としての「コミュニティ」 
     ２ 共同生活の都市的形態としての「大都市コミュニティ」と「コミュニティ    
       の諸類型」 
   二 大都市コミュニティ研究の視座と枠組み 
     １ 大都市コミュニティ研究の視座について 
     ２ 大都市コミュニティ研究の分析枠組みについて 
   三 都市社会・都市生活の基本的連帯の場としての「コミュニティ」 
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以上をまとめると、以下のとおりである。これは、本論文の全体構成となっている。                                     
                                                                
 
 

























第二章  大都市東京における都市圏の拡大と地域構造の変容 

























第三章  大都市東京における社会構成の変化と地帯構成 




















第四章  大都市東京における地帯構成別コミュニティの実態分析 




























第五章  大都市コミュニティの形成における住民・市民活動、運動と都市政策の意味 
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